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-奈 良市文化祭

奈 良市文佑祭

市周文化フ ェスティパル

存洋子

'""冊 日山 'J"___"~ し， 高暗 It
園南 (NHKe且1 どい高曹.-.檀

おnwI9:.IG 踊民..薗E コーヲスなど‘市民
周 | 刊ij;!主化'"ティパ舟

訪日1日:110: 001 JIf H!:il!: L i T 

樺 I なつかLぃa置から也、温量..まで、睡

怪 文 梱 1
m岨
l 仁 | コン骨ート 〈ゅーも円ト由で化す、司

が桂われる暗hい踊いコ J

マリンパ ，~ザンプル 世唱

1日L卦 | 、 1'"ン守 ト !など喝さま討なン守〆ル町会周によ

ト。

14: JO 事且で"まれた""寵旺胃。古典主聾

3!H組 員;量制E証胃 町世界でも特ι証曹は、お也しろおか

〈4P近巳牽しめます，

..却| r.: ".，....;-"オ Hiおなじみ叫<'1-.<-/パ オケス
日日"1 トラ蘭書岳

ー | 却帥l
レピキラジオで士it;曜時二人です.

桂 'J'恒 1 "日咽 1 ' 1粧小粒悼士園高掴告 " 告からお草書町 まで幅広〈事しんで

中央公民館{刺市醐柑のみ)

"酬聞 すべて附腕で'"醐刊9時から受
毒事文化セ" で発売開飴.電話予豹は 里 9日悌午舗9

"からft 34-9021~、、ただしホ曙""休館岡(倶

"1 

氏名字陶電盤.停を書いで ，"w日までに.，著でN
H 帥脳縄 rラジオ耐慢のつどいJ係(マ制帽
町、"へ
砂悶ド川合b也 市役所文化3振興標 (ft34-1111)ヘー



..ち忽たのた'"の地a対簸

対策
兵庫輔自四時伸一一一一一…U う"感じ

f私 z付ヱ夫」と安心しをっていま管んb'
そ仰う紬断が万一の岨ちパニック聞き配U和酬を町裏""-0己的問.
そこで配叫咽対航ついて考えてみてく12仙

zm剛岨¢軍縮 I.JEI，-cろ
い艦倒....a防止
①プロヲタ婦や崖.瓦持繍姐修理する.どして 倒

制度防止対策を符」奮しょう ②ア/テナやプロパ~bス

ボンベは しっかり掴定し紙"を防ぎましょう ③パラ

ンダに惜木鉢など犠下しそう急物を竃泊なL ょう iごしま

しaろ ⑥ぷ棚やタシス照明E具合どは幽元!CHI-i!!I
'"'てしっか旬闘定Lま"う ~窓ガラスにほ 飛

散防止ヲ""をはって万ーの t~ 'fI'j;えが飛び散ら
命、、ょう巳しましょう.

12lU-'IInl縄幽aの..
①-..刷局 四時醐するときま叩に

符色出すべき鋤) 貴重品機術ラジオ 懐中電灯.

山品川臥下着付，.告とf羽生叫

ι 畑悶踊 (災害復旧，での三~日間同でき
るどげのもの) 司開ぜずに食〈られるれ簡易な調理

性ぺられる;t;1U:.Il.飲糊 lUfJ!Iコンロ トイレ
ッ…叩山内山

ヨ医その憶にM用水，風呂~ilil.に耐L日〈こ左

{， kllJです.

..，， 隣量

Bゐ
t:!.I~蹴時時百四L~弓

兵_I¥'<JII/II:闘で"酬の人たら刑判吋で

「放の下駐きlなヮた人"攻.した句 パケソリレーをし

て延慨を〈い止めたJというような活動が街量。傘"ま
した.しかし日ごろ料酬の人々の時円ければ

いきq，，>うとき附るのは・しいいとだと思い，す.
，こで酬の人とあいきつを加す'"'~ ，1， ~ '"ニ色

村酬の問即日ごろから防災対恥ついて

臨し合い削師同めること州司.!:11' "1らをつ

〈る思遣ではな，"でしょうれ

合J，nili山、のある社会をつ<ゐ五か集
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宜舗など'"'均所を抱定しでします，(わしくは しみん

どよ句 811 1刊の凪柑後 I台風シーズン1・えてJ
に縄懐しています.
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確定{テ込町).k偏匁a侵 入江‘障子(ピアノ) 鉢俊民
(コン ト小は) ・ス・胴 川"" ，自由席).史勝文
化セシタ-，て鎗売中{ただし老事T・・書.予
I!U， $J持色のhlH既得です .闘い8わゼ…市役同町文
化鑑郷田へ.
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引っ越し • a • 

ヨ|つ圃し早どで一時的に書置のごみが

りまぜん. これらの~ib l革、自分で環境

掴蝿曹に舷蝿してくださVI.;:nsの璽

軍捕J膏書官二/ターへ由揖ぢ旦み 紺S害.，胡Ear~lti_a首長曹

l聖付崎圃111-盆曙自の午前 9時 ι 午執4時宇 l陣 噌凶[闘酎樟11企圃誕掛謀 (n71-3001)
(説軒目ι.たる日也 ~lt) • 者 • 喧冨 ー 骨

1処理科壷JlOkgにつきw円 ( 慣車庫から町持ち込A 附 ，艇 H・• 26-3615 

'"岨"までは撫科咽越える分は"陣地.車 調a座 同旨 生 ~ 62-U 52 

L昔lいて針聾}端せん定Lた..  専は貰k咽 調且 肝i 白骨 • 62-1316 

問責に切って持ち込んで〈ださい 可F “ • 26-2701 

{闘い歯b世1環壇摘噴センター向田置壇消噴工場
閣下よろずや薗膚 22-3689 
田中守 ー ピ λ 61-0317 

{世 71-3000) コ民 d長 • • • 22-8188 

剤セ〆タで I~，'i恒布掴堂島缶芹守w んなどの Jに 通帳 開 姥 22-8167 

「再生青嵐」も持ち込J与がで島ます{缶 uんは，ず控 輯日 辛 工 量四世 27-1025 

って佐刻、Lでから出Lでくださ」斗ー 剛 松 本 清揖杜 )6-0523 

I凪噛凶 ]貴耐崎県 (11'71-官90 0) " S字 • • 27-5726 

南庫ピル守ーぜ1骨 33-7305 - 側 ヤ マ ゼ ン 62-7141 

事 危 智U 画‘司修
@恥 26-16自1

珊壇滴蝿t ン. " 総 • 庖 34-1836 

山 ロ • 足有 61-3733 
-・1園調.."'. 64-3553 =・ 開 • 情1 丸理壇量， 薗 合 62-7106 

青木 ←ピス 27-H20 

開尭七 ン タ "且'"
甫 • • 4最働 62-3993 
量食 招 構 • 62-1223 

大 相 • "・ 61-4798 

@制 '" 本 薗 官
62-2731 

聞商 大相.聾 " 且" ， 
留置壇 周 量蜘 22-0117 

輯車血理噴高生 "唖'"'中 .膏 生工 量断 ".唖'"
書

企包帯富士量リ 胸 • 金 '‘ • 34-2282 

LlLl 樹帯血保憧画性社 33-2564 • 失 間 鑑 . H-08H  

日・IrJ r 何嗣 脅 '" 週廃一J@主義駒
61-2362 

a提 良 • 21-7890 

側 • • 95-0939 

環
均‘
衡 生 41-1181 - d担 • • 司直 0 -2ZIO 

震 関 闘

" " 
61-02 H 

iMJ:;揮の1;11，A，
浄化掴の潤周回浄化槽涯で寄年1闘 (金ばっ育方式の

浄化唱はおおむね6由、月Eとに1園以」ヒ}翼圃すること

"韓萌ヨけ己nて".曹ので 市の許可査費けた別現の

浄化槽清掃蝿許可略者へ舷頼してくださし』

ゆ|僧川町



:ノフトポーJ~ (抱木塚a・)
喰貸手男子 成年度子で編成されたチーム. ，チーム悶

人以内でa耐 をか ます 蜘 醐".吋 叫.
惨臨醐 午前叫.嗣'1'u;. 

zニザッカー
{二名中東畳鍵ケ丘小連副喝ほか)

スポーツ少年周 .校 テ蝿 町内などの単位で..歩

合ーをしているチーム.~' 7生の郎は当日.・会場へ.

岬生咽坤Lil>...問要.

，'j学生め濁〉粛を.，丘小"治. トーナメ/ト彰式

〈恥学生め濁〉二t，中学校. 、ニゲム形式.
・聞臨開始 .論的防 4繭決行.

zニバスケット (中央0・育館)
小学生で ξ二パスケ y トポールの歯胞をLているまた
は拍動しよう とする今ーム. "ト←ム"厚闘と して'"人

以上で・E成.トーナメ ント彰式.問い合わぜは 沖岡俊
隠制緩糾 副 J-3737い .
'飢餓凋鎗 午前9時.

バドミントン
(爾"'生運スポーツセンター徳育館}

〈婦人クラブ対筑【"自)) 'チ
ーム3ダブルス"人}プロヅク
閉トーナメ シト・e健a・3年未測
の勧-1:..'1皆6ご隈句ます.

〈小学釜@男子女子 02日))

個人・." 写生地で今年明暗

.. 開ト サメJ ト '"細人教によって7写を合わぜる場
合があ町.寸，.

〈適合ダブルス "0日))智子 H・ 男女のペ?であれ
ば年勉を問い.守ん.

，醐酬 1011jO日 "日午前情.

太'W.書官 (鴻ノ池連国公園剛央広喝)

気般に・加しで〈ださい.初めての人も盆志から指4・
します.

，岨省の鶴 町化"品酬その抱

一 一 〔入門叫】

"陣箆開始…午前川嶋.糊英国...匂日直後会ψ .・
加符"運動のできる駆者曜 鰐子{鮮天時)で.

-スポーツの集い

Jt1JII.宣J.込盈
t主所 氏名 年齢電話番珍{代ア個体で多加の
有働金はチーム名 監..メンパ一夜子ιの場合は
学校 1'-If-，引事者氏名)など古必要事項金書いて 9 

HlllUでに市役所体育県 内刷二H 酬 丁目i 
-1 D34-1111)ヘーゲートポール"市ゲート

ポール柏崎局 (〒品 川 狭川町 1602担当中
芳久さん)へ.，訟必 当日爾大将の問い合わ位以司事

前 で (閉会制テレドーム曾O日ト997-00

3.7.>(.一地場についてt抽 22-9655).

ゲイクυング
(奈良ドリ ムランド入口}

拙ド .，ーけ げ 入Uから法隆寺撃で往復制，..，

怠旬 ます.小学"年生以上ならだれ?も・加?きます.

弁当 水筒ほ各肉伶a・.精霊.，孟当日直後会渇へ.
同醐伺…午前1榊 ..府中止.

ソフトデニヌ {倒木コト)
市男女措軒 叫 以上の4酬 .，哨

以上噛川合併年齢柏崎 以上で男子t明 以上

師時輔印 刷 .t"!t-t-.臥11'1:1人でゆ
加町.

伸明記ススクール〉 教酬弐での欄 とゲーム {定

同"刈
・四日.9~-'I'. 日止.

吉ぴつご郵政
〈奈良阪 中ノ打開筏渇まか}

イ学生の男女でスポーツ少年団 子ども会 町内など

の単位. ，チーt，IO-20人.プロ7ク割のトーナメ〆 ト

方式 "プロ Jクは6年生会合む.，プロヲクは5写生以

下).91111日断続捕から市役所'防法制?刷会.

，酎闘姐…午前川.雨天順延.

7}(，涼 {悠5やま屋伊予温水プル)
It !J 11③ 穂子リレ

( ~O . I叩m'②紘動観筏
{穂子 Wm】③失."レ

(ラ0-100m)④浮僑餓筏

{子ども 2~ rn)⑤必んJ断水

.餓彼 (穂子 Bm)筑 2

分周リ レー {白血形 鈎m'
⑦至λれ後伐 (紅白).n. 
は岬 生以ドのすどもと保酎 刑 人.，閣も町. ，柿
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